
2025 年 慶應義塾大学文学部小論文過

去問題解説 

 

 

この年は以下のような問題が出題されました。 

 

【問い１】 

課題文を要約しなさい。 

 

〈解答例〉 

現代の世界文学と向き合おうとした時、圧倒される

のはその膨大さである。この点について、世界文学全

集は安心感を与えてくれる。しかし世界文学の総体に

向き合うには十分ではない。対処方法は大きく二つあ

り、一つの国の文学に精通する方法、もう一つは好き

なものを好きなように読むという方法である。世界文

学とは、聖典目録ではなく、各人が作っていくもの

だ。読み方には精読と遠読がある。精読も遠読も両方

必要である。AI 翻訳の発達が著しいが人間が翻訳す



ることの意義は失われることはないだろう。世界文学

の多様性を楽しむことができなければ生きていても甲

斐が無い。世界文学を読むことは多様性と普遍性（違

いと同一性）の永遠の往復運動ではないかと私は考え

ている。 

 

 

要約のやり方ですが、課題文を読み、結論に至る前提

がいくつかあります。（前提 A・B・C・D・・・とい

うイメージ）その前提を整理するように文章をブロッ

ク単位で結合すると完成します。 

 

 

この年は次のような問題が出ました。 

 

【問い２】 

人間にとって文学を読むとはどのようなことか（320-

400） 

 

課題文の中では AI について言及がありましたので、

AI について考えてみるのもよいでしょう。 



 

人間にとって・・・と設問にありますので、出題者も

いくらか気にしている可能性があります。 

 

考え方ですが、自分の読書体験を振り返るのが最も理

想的です。 

 

文学を読んだ時、自分は何を考え、何を思ったのでし

ょうか。 

 

そのあなたの体験を振り返って考察すれ

ば、答案を設計しやすいでしょう。文学部

はこの手の出題が多いので読書経験が無

いことが致命傷となることがあります。 



 

 

 

〈解答例〉 

 もし仮に AI に文学を読み込ませた上で、何を学ん

だかを答えさせた場合、AI は内容の分類と整理を行

い、その文学を理解したと述べそうである。実際に

AI に物事の理解を尋ねたところ、分類と整理と AI は

回答したことがある。人間にとって文学を読み内容を

理解するとは、単に文献の整理と分類以外の意味があ

ると考えられる。人間にとって文学を読むとはどうい

うことか。例えば芥川龍之介の羅生門を読み、主人公

である下人が闇の中に消えたという記述を読んだ際

に、人の心が悪い方へと改悪される過程と結末を人は

理解する。人間にとって文学を読み道徳的判断に意味



づけを行うことは、人生の追体験である。文学を読

み、作品を味わい、人生を追体験した時、人は人間と

して文学を学んでいる。以上の理由より、私は人間に

とって文学を学ぶとは、人生の追体験であると考え

る。（358） 

 

 

 

 

 

当塾の講師の簡単な経歴（牛山 恭範 Yasunori 

Ushiyama） 

東京科学大学（第二東大構想より生まれた旧東京工業

大学・旧東京医科歯科大学統合校）博士後期課程在

学。全単位取得済み。（PhD Candidate）国際誌及び

国内誌に論文掲載。（論文審査合格）BBT 大学院修

了。（MBA）元マッキンゼー社代表であった大前研一

学長より師事を受け、論理思考・問題解決思考を学



ぶ。世界一の大学である MIT で博士号を取得した大

前学長から間接的に世界一の学術的技術を学ぶ。慶應

義塾大学 SFC 一発両学部（総合・環境）合格。慶應

義塾大学を自主退学し、大学卒業者と同等以上の学力

を認められ飛び入学で大学院に進学。東大卒・東大院

卒・東大医学部卒・東大博士課程修了者・京大卒・東

北大学医学部卒・筑波大学医学部卒・ソウル大学卒・

早稲田大学院卒などの中で成績優秀者となる。（成績

上位 5％）慶應義塾大学在学中に起業し、現在株式会

社ディジシステム代表取締役。小論文の著書・学習法

の著書多数。（改訂版をあわせて約 45 冊）代表著書に

『高得点小論文解法集』・『小論文の教科書』・『看護学

部・医学部・看護就職試験小論文対策を 10 日間で完

成させる本』がある。自らが運営する塾の成果とし

て、全国模試小論文成績全国１位の報告を３年連続で

もらう・偏差値 87.9 への引き上げ・全国模試トッ

プ・法科大学院次席合格などがある。平均約９割小論

文で取れる講師・学部よりはるかに難易度の高い博士

課程入試でも９割程度の点数を取得する講師・自分の

点数をオンラインで公開できる講師として活動。 

複数の学校法人で小論文講師を経験。 



  

 

写真：大学院修了時の記念撮影。肖像権に配慮。※左

が牛山 

 

 



写真：旧東京工業大学大学院博士後期課程の学生証 

 

 

写真：牛山が運営する慶應義塾大学進学対策専門塾※

元教え子の辻本さんとの記念撮影。（慶應義塾大学４

学部合格、公認会計士試験ストレート合格） 

 



 

写真：国立長崎大学博士後期課程入試の得点開示請求

による点数（牛山）※学部入試とは比較にならない難

易度の試験で９割弱の点数を確保。２時間で約 6000

文字を執筆する論文試験で、完答し、点数を確保し

た。※自分の点数を公開できる小論文講師はほとんど

存在しない。あなたが受ける小論文指導が机上の空論

ではない証拠の一つとして提示。 

 



 



 

写真：大学院修士課程在籍時に成績優秀者（上位 5％

成績）となった際の書類。あなたが受ける小論文指導

が机上の空論ではない証拠の一つとして提示。※自分



の点数を公開できる小論文講師はほとんど存在しな

い。東大医学部卒、東大博士課程修了者、東大大学院

卒の１級建築士以上の論文成績となり、MBA を取得

した。 

 

 

写真：研究者として学会発表に参加する牛山 

※牛山は学校法人の小論文の教員もしています。 

 

教育指導実績 

当塾の講師は、ハイレベルな世界のトップジャーナル

に現役で論文を投稿しています。 

 



 



 

３年連続で論文成績模試日本一の報告をもらう。論文

を指導し、偏差値 87.9 へ上昇などの事例がある。全



国 1 位、2 位、4 位、6 位など、上位への引き上げ実

績多数。 

 

牛山執筆既刊図書のご案内 

 

小論文の書き方・考え方を解説した書籍。〈説明〉従

来の小論文の書籍は、肝心の考え方についてほとんど

解説がありませんでした。小論文試験は、考えた内容

を書く試験であり、単に書く試験ではありません。と

ころが、正しく考える方法は、一般的にあまり知られ

ていません。そこでその考える点を詳しく掘り下げて

解説しています。 

 



 

小論文の技術解説書。 

 

 

小論文試験が難関で知られる慶應義塾大学 SFC 対策

本。 

 



 

医療系小論文対策の書籍。 

〈説明〉 

医療系特有の小論文事情を解説した書籍。看護師の専

門学校で小論文の外部講師を務めていた牛山が医療系

小論文を解説しました。 

 

 



慶應大学の小論文対策本。 

 

 

小論文の解法を体系化した書籍。また、牛山流の解法

テクニックを紹介した。 

〈説明〉 

理解度は受験生によって異なります。理解する難易度

が高い内容もあれば低い内容もあります。本書は東

大・京大など、トップスクールの受験生を対象として

いるため、すべての人が簡単に理解できるわけではな

いかもしれません。また、分かりやすさは一般的に罠

でもあります。分かりやすいだけで点数が下がる指導

はたくさんあります。 

 



 

漫画であるために分かりやすい・イメージしやすい面

接対策本。 

 

 

受験戦略提案書。慶應大学を滑り止めとして、上位国

立大学を効果的にねらう受験方法アプローチを紹介。 



 

 

 

いわゆる総合型選抜についての事情を紹介する書籍。

この書籍の方法により、国立大学医学部学士編入成功

などの実績もある。 専門家の教員であれば、自著で

授業ができます。自著はその領域を専門家として研究

してきたひとつの証拠です。その領域の研究成果が書

籍になっているとご理解ください。 

 

執筆論文 

1）倫理経営の効果発生条 件：クレド経営に注目した

GTA による「倫理の業 績向上プロセス」の分析 



2）長期的に見てどの倫理要 素が高度成長率企業を生

み出すのか（査読あり） 

3）人工知能にインプットす るべき倫理的行動目標の 

優先順位に関する提言 

（査読あり） 

4）Extraction of the Conditions for Generating Effects 

of Ethical Management（査読あり） 

5）“ INTEGRITY STRATEGIES ” Derived from the 

Perspective of Substantive, Logical and Three-

Dimensional Thinking (査読あり) 

6）我が国において知的財産 発のイノベーションがな

ぜ起こらないのか.（査読あり） 

7）経営倫理論の研究上の問 題点である理解のゆらぎ 

とその問題を克服する西洋・東洋価値体系統合モデル

（査読あり） 

8）経営倫理の実践から生じたストコーマ理論を土台

とした研究・実践同時履行と相互作用効果理論（査読

あり） 

9）The Influence of Group Philosophy Dissemination 

Rates on the Dissemination of Management 

Philosophy 



 

 

【慶應大学小論文過去問題解説 100 年分一気見と

は？】 

 

慶應大学の小論文対策を進めていく際にもっとも効果

的であると考えられる勉強法をご提案します。その方

法とは、短時間で各学部の小論文を動画解説してもら

い、その際に高い点数の小論文講師の説明を聞くこと

です。その次に高い点数の小論文講師のテキスト解説

を読みます。 

 

 

なぜこの方法が極めて有効であると考えられるのでし

ょうか。 

 

その理由は、小論文の成長プロセスにあります。以下

に成長メカニズムを書きます。 

 

１）小論文の基本構成など、書き方のお手本を頭に入

れる。※この際に「正しい」内容と、「高い点数



の裏付け」が必要であると考えられます。 

 

２）小論文の書き方のうち、考え方に関する理想形を

複数頭に入れる。 

※この際に「点数が取れる考え方」、「正しい考え方・

妥当性が高い考え方・正しい結論に至ることができる

上質な考え方」を学びます。 

 

※考え方三流、書き方三流のインプットをすると、そ

の後の学習でいくら練習しても成果が出にくいのでご

注意ください。ここでは便宜的に牛山の指導（小論文

で平均約９割を取得してきた）を９割インプットと名

付けます。 

 

３）過去問題をやる 

※この際に例えば９割点数が取れる講師の考え方・書

き方をなぞります。理想形に近づくようになぞるよう

に練習することで過去問題練習の意味が出てきます。

反対に下手な方法（３流の書き方・３流の考え方）を

練習すると点数が低い状態で固定されるので注意が必

要です。 



 

ここでは便宜的に牛山の指導（小論文で平均約９割を

取得してきた）を大事にした過去問練習を９割アウト

プットと名付けます。 

 

４）（理想的には）点数が高い先生の小論文添削を受

ける。 

 

ここでは便宜的に牛山の添削（小論文で平均約９割を

取得してきた）を９割添削と名付けます。※必ずしも

当塾で添削を受ける必要はありませんが、レベルが高

い先生にぜひ指導してもらってください。 

 

４）強く内省する 

自分ができたこと、できなかったことについて強く反

省し、次回のライティングにつなげます。 

 

５）本を読み、知識を強化する 

※学習ツールを工夫して、知識をビルドアップしま

す。 

 



６）再び過去問題をやる 

※練習のやりすぎに意味はありません。９割インプッ

トと９割アウトプットを強く意識して、過去問題の小

論文に取り組みましょう。 

慶應受験生は月に３回、慶應 SFC 受験生は月に５回

程度の練習が理想です。 

 

キクのは練習ではなく反省、９割インプットに応じた

反省なら点数が上がります。低品質な思考、低品質な

書き方（間違っているものを含む）で反省するとどん

どん点数が下がるのでご注意ください。 

 

※論文指導の免許は一般的には博士号か、博士課程満

期単位取得のどちらかです。 

 

練習の正体は正しいもののインプットです。 



 



もし次のような書き方で練習していたらどうなるでし

ょうか。 

 

練習すればするほど下手さが固定します。 



 

平均約９割取得、博士課程満期単位取得、全国小論文

１位の報告３年連続、解答例作成者・指導者の点数公

開の講師による過去問解説は恐らくここだけです。 



 

 

 

【慣れの正体】 

なれとはできなかったことができるようになることで

す。従って小論文でも過去問題に慣れたら点数が上が

ると思い込んでいる人がいます。 

 

慣れには大きく二つあり、方法に慣れることと、過去

問題に慣れることの二種類があります。 

 

過去問題には慣れるとよいでしょう。しかし、この際

に、約９割取れる方法で慣れるのと、５割も点数が取

れない方法に慣れるのではどちらがいいでしょうか。 

 

言うまでもありません。高い点数の方法・アプローチ

に慣れると高い点数になりやすくなるでしょう。 



 



【危険な書き方に注意】 

小論文の書き方について筑波大学名誉教授はその著書

「論文のレトリック」の中で、構文を用いた小論文解

法を強く批判しています。 

 

同様に、立教大学石川教授はその著書「いい文章って

なんだ」という本の中で、学生が書く構文に皆教員は

辟易としていると述べています。 

 

構文には以下のような特徴があるでしょう。 

 

① 論文のフォーマットではないテーマに文章をあて

はめていくもの。 

② 「確かに～」などの文章を用いてここに文章をは

めていくもの。 

③ 反論に対する再反論など必須ではない行為を定型

化して型とするもの。 

 

論文の基本構成に「原因」や「対策案」は入らないの

で注意してください。大学から求められた場合にのみ

対策案を述べましょう。 



論文には本来書き方が存在しますが、それは世界中の

大学で共有されている「アカデミックライティング」

と呼ばれる論文の基本構成を土台としたものです。 

 

特に大学ではこの世界標準の論文構成を重視して学生

指導を行う傾向が強く、この基本構成から外れた文章

を「不正解的な作文・エッセイ・ひどい場合にはポエ

ム」として、低く評価する文化があります。 

 

それでは、論文の書き方の正解として筑波大の名誉教

授は何と答えているかと言えば、それは序論・本論・

結論であると述べています。 

以下に、論文の基本構成と評価されやすい書き方を紹

介します。 

 

序論：問いを立てる 

本論：仮説に対する論証を行う 

結論：結論を書く 

 

時折様々な塾で、小論文の書き方がまるで必殺技のよ

うに紹介されており、教育機関オリジナルの小論文解



法・小論文の書き方が強く推奨されることがあります

が、極めて危険であると考えられます。合格者が出て

いると思う人もいるかもしれませんが、一般的に宣伝

費が増えれば合格者は出ます。合格者の意味は不合格

者の多い少ないで全く異なることに注意してくださ

い。また、巷で宣伝される異常に高い合格率について

も、きちんとグーグルや AI で、塾の合格率に潜む危

険性について調べることを強くお勧め致します。 

 

その理由は、論文の基本構成を守らない文章は、高校

生が感じている以上に極めて強く評価を下げるためで

す。このことを知らない受験生（高校生なら知らなく

て当然なのですが）を相手に、各種 SNS などで手っ

取り早く差別化したい塾・予備校によるオリジナル構

文が推奨されることが多いようなので、注意喚起して

おきます。 

 

また、このような事情は広く日本の全学生に共有され

るべき情報であると思われますので、心ある方は、当

塾のこれらのメッセージを SNS などで拡散してくだ

さい。 



 



 


